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 2014 年 3 月 31 日に高瑜氏から本論文の提出を受け、大学院政策科学研究科教授会（現
在は、大学院公共政策研究科市民社会ガバナンスコース会議）により同年 4月 5日に設置
された学位論文審査小委員会は、同年 5 月 10 日に第 1 回審査小委員会を開催し、その後の




 なお、本論文審査小委員会が設置され第 1 回審査小委員会が開催された時点では、副査
の一人は高瑜氏が政策科学研究科博士後期課程に入学以来論文指導を担当してきた舩橋
晴俊教授であったが、その後 2014年 8月に舩橋教授が急逝されたため、同年 9 月に開催さ
れた研究科教授会（コース会議）において急遽島本美保子教授に新たに副査を委嘱し、そ
の後の審査を進めてきたことを付言しておく。 
 
 
２．評価 
 
 本論文は、現代中国において風力発電の発展が急速に展開されている現状を、その成功
面、失敗面のいずれか一方に偏らず、政策科学的に極力価値中立的な立場から理論的・実
証的に洞察した独創性に富む業績であり、そこに本論文の最大の価値を認めることができ
る。また、ともすれば技術的もしくは経済合理性の視点から論じられがちな風力発電政策
を、社会学的な理論枠組みと実証研究の方法を導入して解明している点にも、学問的な切
り込みの斬新さがうかがわれる。その意味で本論文は、社会学というディシプリンにもと
づく政策科学の研究成果として高く評価できる。さらに本論文は、中国や日本および世界
の一般市民に対しても、社会学の専門家に対しても、エネルギー政策の専門家や研究者に
対しても、多くの斬新な視点や知見を提供することができる示唆に富む内容を具えている。
いずれにせよ、本論文は、政策科学における実践的価値という観点からしても、社会学に
おける学問的貢献という観点からしても、極めて高く評価できる論文である。 
 とはいえ、本論文は、表題に示されているように「基礎研究」であり、現代中国の風力
発電政策が直面している幾多の課題を個別に掘り下げて解明し尽くしたわけではない。そ
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こには、当然のことながら、さらに研究を深めねばならない多くの課題が残されている。 
 審査小委員会で指摘された課題は大きく四点ある。一つは、中国における風力発電の需
給バランスの構造的特性をさらに深く洞察する必要があるという指摘である。中国では、
全国的に電力需要は増加し続けている。すなわち、放っておいても電力需要は増えている。
したがって、電力需要が急増しない日本や欧米とは異なる需給構造を前提に政策を検討す
る必要がある。確かに、地域によっては発電量が電力需要を超過し「棄風」を余儀なくさ
れている事例は少なくないが、全国的に見れば需要は増え続けているという中国特有の国
家レベルの需給構造の検討を精緻化する中で地域間の需給構造を再検討するべきであろう。 
 二つ目は、風力発電事業の担い手である企業の実態が必ずしも充分に解明されていない。 
周知のように、社会主義市場経済体制の下にある中国の企業、とりわけ国営企業の経営実
態は、日本も含め多くの国々の企業とは異なる特質を具えている。しかし、少なくとも風
力発電産業においては、競争入札や固定価格買取制度など日本や欧米諸国と一見した限り
では大きな相違のない制度が導入されている。それらが、日本や欧米とどれほど共通した
特徴を示しているのか、どこにどのような違いがあるのかなど、国際比較の視点を踏まえ
た考察も今後の課題として残されたと言わざるを得ない。 
 三つ目は、論文全体の構成に関わる指摘である。本論文では、中国における風力発電発
展の「4 つの困難」を、あたかも普遍的な前提であるかのように論文全体が構成されてい
る。しかし、論述の手順としては、中国の風力発電政策の歴史的展開と現状分析と先行研
究を踏まえて、「4つの困難」が普遍的な政策課題として析出される過程から論を起こすべ
きであった。実際には、主に第Ⅱ部の各章でその過程が断片的に論じられているので、今
後本論文を発展させる際には、構成に配慮すべきである。 
 四つ目に、本論文は、「中範囲の社会学理論」を標榜したとはいえ、社会学的な理論枠組
みと実証的な政策研究との間に必ずしも充分な対話が展開されたとは見受けられないのが
残念であった。理論は現実を説明するためにのみあるのではなく、むしろ実証的に明らか
にされた経験的知見によって理論的な洞察が再構築されるところに「中範囲の社会学理論」
の真骨頂がある。その意味で、本論文における理論と実証との往還は不十分であり、そこ
を補完することも今後の課題とされなければならないだろう。 
ただし、以上の指摘はあくまで今後の研究課題を明示するためのものであり、学位論文
としての本論文の評価に直接かかわるものではないことも、併せて付記しておく。 
 
 
３．結論 
 
 以上述べたように、高瑜氏の学位請求論文は、現在進行中の中国の風力発電の急激な発
展を社会的条件にまで視野を広げて政策科学的に洞察した先行研究に類例のない挑戦的な
試みの成果として学術的な貢献が顕著に認められるものであり、博士号の授与に充分に値
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するものと考えられる。 
 したがって、本論文審査小委員会は、委員全員の一致した意見として、高瑜氏に博士（政
策科学）の学位が授与されるべきであるとの結論に達した。  
